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「地方にできることは地方に」という流れの中で、現在の市町村の規模や体制のま

までは、地方分権の担い手として不十分だという意見もあります。

これからは地方分権が進み、市町村の役割や責任が質・量ともに増してくると、地

域の実情にあった独自の行政サービスの充実が図られる一方で、市町村の規模による

能力の差が、行政サービスの格差につながりかねないという懸念も生じてきます。

例えば、規模の小さな町村ほど、限られた職員数で行政運営をしていかなければな

らず、専門的な行政サービスの提供が困難な状況にあります。

厳しさを増す財政状況のなか、市町村は、人件費などのコストを抑えながらも、独

自の行政サービスの充実に努め、地方分権がもたらす地域間競争を勝ちぬけるよう必

要な体制整備を早急に進めなければなりません。

市町村合併は市町村の体制整備の一つの手段であり、最大の行政改革です。

現在、県内市町村では、基礎的自治体としての規模や能力を備えるために合併への

取組みを積極的に行っています。（下の「県内合併協議の状況」参照）

本町においても、先に行った合併住民アンケートを尊重しながら、合併のメリット

の大きい現行特例法期限内の合併を目指しています。このためには本年中に、合併の

枠組みや協議体制を整えることが必要であり、早急に体制整備を進めておりますので

皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

分権時代に対応した市町村の体制整備

法定・任意・検討協議会等を設置し
協議を行っている町村

上記以外の人口１万人以上の市町

※ホームページにも掲載しています。

急がれる市町村合併
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障
害
者
の
自
立
支
援
お
よ
び
社
会

参
加
に
必
要
な
指
導
援
助
を
行
い
、

障
害
者
の
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

一

障
害
者
を
対
象
と
す
る
。

二

運
営
委
員
会
の
協
議
に
基
づ
き

選
定
通
所
条
件

障害者の移動支援およびサルビア作業所についてのお問い合わせは、

勝浦町社会福祉協議会 ２―４６５２ までご連絡ください。

運
行
条
件

利
用
条
件

重
度
心
身
障
害
者
の
移
動
支
援
開
始

障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
リ
フ
ト
付
き
軽
自
動
車
を
平
成
十
五
年
十

一
月
一
日
か
ら
運
行
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
市
町
村
障
害
者
社
会
参
加
促
進
事
業

で
、
勝
浦
町
が
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
、
実
施

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

障
害
者
で
車
椅
子
等
を
利

用
し
な
け
れ
ば
移
動
が
著
し

く
困
難
な
者
お
よ
び
介
護
者

を
必
要
と
す
る
も
の
。

一

身
体
障
害
者
手
帳
一
・

二
級
所
持
者
ま
た
は
療

育
手
帳
所
持
者
で
介
護

人
を
必
要
と
す
る
者

二

重
度
の
寝
た
き
り
で
特

別
障
害
者
手
帳
を
受
給

し
て
い
る
者

三

そ
の
他
勝
浦
町
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
が
認
め

た
者

※
利
用
す
る
場
合
は
、
あ
ら

か
じ
め
福
祉
自
動
車
利
用

登
録
カ
ー
ド
に
登
録
が
必

要
で
す
。

な
お
利
用
で
き
る
時
間

は
平
日
の
午
前
八
時
半
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

一

公
的
機
関
へ
の
用
務
の

た
め
の
外
出

二

公
共
団
体
、
社
会
福
祉

団
体
等
が
行
う
研
修
、

講
習
会
へ
の
参
加

三

病
院
、
診
療
所
等
の
受

診
の
た
め
の
外
出

四

福
祉
施
設
等
か
ら
外
出

お
よ
び
施
設
へ
の
通
所

五

そ
の
他
、
住
民
生
活
に

資
す
る
と
認
め
ら
れ
る

外
出

※
た
だ
し
、
県
内
の
み
の
運

行
と
し
、
運
転
者
（
有
償
）

は
勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
配
置

サルビア作業所 10月１日開所
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machikado sanpomichi

第
十
五
回
四
国
壮
年
野
球
県
予
選
大
会

勝

浦

ク
ラ
ブ

軟
式
野
球
の
第
十
五
回
四
国
王
座
壮
年
野
球

県
予
戦
大
会
に
出
場
し
た
勝
浦
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

は
、
一
回
戦
で
牟
岐
壮
年
ク
ラ
ブ
に
三
対
二
、

二
回
戦
で
板
野
体
協
壮
年
に
三
対
一
、
準
決
勝

で
は
、
宿
敵
、
小
松
島
オ
ー
ル
ド
ス
タ
ー
に
七

対
〇
の
コ
ー
ル
ド
勝
ち
、
決
勝
戦
で
藍
住
ク
ラ

ブ
を
二
対
一
で
下
し
、
二
年
ぶ
り
四
度
目
の
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

勝
浦
ク
ラ
ブ
は
、
十
一
月
二
十
三
日

に
香

川
県
で
開

催
さ
れ
る

四
国
大
会

に
出
場
し

ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ま
の

応
援
よ
ろ

し
く
お
願

い
し
ま
す

（
勝
浦
ク

ラ
ブ
は
、

四
国
大
会

に
過
去
三

回
出
場
、

う
ち
準
優

勝
二
回
）。

10月５日 、那賀川河川敷で行われた第59回

阿南市ソフトボール大会エルダーレディースの

部において、生比奈クラブが優勝しました。

心からお喜び申し上げます。

生比奈クラブでは、部員を募集しています。

年齢、経験は問いません。興味のある方どんど

んお待ちしております。

電話 平井 ２－３０８８

真木 ２－３８７１

棚
野･

立
川

山

西

掛

坂

本

ピ
ー
ス
タ
イ
ム
ス

生

名

久

国

星

谷

中

角

横

瀬

第59回阿南市ソフトボール大会

生比奈クラブ 優勝

地区対抗

軟式野球大会

地区対抗軟式野球大会が９月18日から勝浦中学校グ

ランドにおいて９チームの参加により開催されました。

大会の序盤から好ゲームが相次ぎましたが、決勝戦

は、生名対坂本の対決となりました。試合は、投手戦

となり、１回の裏に先取点を挙げた生名がその先取点

を守り切り勝利し、昨年に続いての優勝を果たしまし

た。

おめでとうございます。

結果は次のとおりです。

優 勝 生 名

（日）

（日）
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恐 竜 の 里

10月12日秋雨の中、

ＮＰＯ法人阿波勝浦井

戸端塾は、恐竜の里イ

ベントを決行しました。

参加者の数を案じま

したが、申込者全員出

席、当日申出る人もあっ

て、県内外から化石同

好者や親子連れなど約

80人が訪れました。恐

竜や講師の威力であり

ます。

一同は、３人の講師

の指導をうけながら約６㎞を元気に歩き、途中、貝や

シダの化石発掘を楽しみました。

午後は、平成６年４月に立川層で恐竜イグアノドン

(１億２千５百万年前) の歯の化石を発見した菊池直

樹講師 (熊本県御所浦白亜紀資料館専門職員) から、

恐竜化石発見の経緯や、「みんなで造る化石資料館」

の価値や取組み方について話を聞きました。参加者た

ちは自分が恐竜博士になった気分を味わいました。

午前９時40分開会、午後２時30分閉会で、有意義な

一日研修を終えました。

寒
い
季
節
に
家
族
や
友
だ
ち
で
お
鍋
を

囲
む
の
っ
て
楽
し
い
で
す
よ
ね
。

と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
は
使
っ
た
あ
と

の
卓
上
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー

缶
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

燃
え
な
い
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
出
し
方
に
つ
い
て
お

願
い
が
あ
り
ま
す
。

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日
、
勝
浦

町
不
燃
物
処
理
場
で
そ
れ
ら
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
不
燃

物
処
理
場
で
は
、
集
め
た
そ
の
他
金
属
類

は
圧
縮
機
で
圧
縮
し
て
業
者
の
方
に
リ
サ

イ
ク
ル
処
理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
そ

の
圧
縮
の
段
階
で
破
裂
し
た
と
思
わ
れ
る

卓
上
ガ
ス
ボ
ン
ベ
か
ス
プ
レ
ー
缶
の
中
身

に
火
花
が
引
火
し
て
燃
え
出
す
と
い
う
も

の
で
し
た
。
人
に
被
害
は
無
く
、
す
ぐ
に

消
し
止
め
ら
れ
た
の
で
す
が
、
大
き
な
事

故
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
に
お
願
い
で
す
が
、

卓
上
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
を
ご
み

と
し
て
出
す
場
合
は
、
中
身
を
使
い
切
っ

て
か
ら
穴
を
あ
け
る
な
ど
し
て
中
を
空
の

状
態
に
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
み

な
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
づ
か
い
で
事

故
は
防
げ
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

高

校

生

も

協

力

秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
中
、
本
町
で
は
勝
浦
町

交
通
安
全
推
進
協
議
会
を

開
催
し
、
委
員
さ
ん
の
協

力
の
も
と
街
頭
啓
発
活
動

を
勝
浦
高
校
前
で
行
い
ま

し
た
。
勝
浦
高
校
の
生
徒

さ
ん
に
も
協
力
し
て
も
ら

い
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の

徹
底
な
ど
を
ド
ラ
イ
バ
ー

に
呼
び
か
け
、
記
念
品
を

配
り
ま
し
た
。

勝
浦
町
地
域
の
安
全
を

守
る
会
か
ら
は
、
高
齢
者

の
電
動
車
い
す
利
用
者
に

対
し
て
講
習
会
を
行
い
、

セ
イ
フ
テ
ィ
フ
ラ
ッ
グ
を

配
り
運
転
者
か
ら
目
立
ち

や
す
い
よ
う
安
全
運
転
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

今
後
も
本
町
か
ら
交
通

事
故
、
死
亡
事
故
を
お
こ

さ
な
い
た
め
に
町
民
す
べ

て
の
方
が
交
通
安
全
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

卓
上
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ス
プ

レ
ー
缶
は
使
い
切
っ
て
、

穴
を
あ
け
て
か
ら
ご
み
に

ウォークラリーと

立川恐竜化石の現地指導
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去
る
十
月
二

十
五
日

晴

天
に
恵
ま
れ
た

中
、
第
十
三
回

健
康
・
福
祉
ま

つ
り
が
町
民
約

四
百
人
の
参
加

の
も
と
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
、
健

康
や
福
祉
に
つ

い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
お
う

と
平
成
三
年
か

ら
町
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
国
民
健
康
保
険
ほ

か
各
種
団
体
と
連
携
の
も
と
年

一
回
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

特
に
今
回
は
、
町
内
で
日
ご

ろ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て

い
る
人
た
ち
と
共
同
で
第
一
回

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
も
同
時
開
催
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
主
催
者
と
し
て

川
口
幸
一
町
長
か
ら
健
康
状
態

を
示
す
「
平
均
寿
命
」
に
つ
い

て
、
特
に
女
性
の
平
均
寿
命
が

世
界
的
に
二
位
と
の
差
が
開
き

つ
つ
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
勝
浦

町
の
長
寿
者
百
歳
以
上
の
人
が

今
年
度
六
人
に
な
る
予
定
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
話
さ
れ
、
今
後

も
積
極
的
に
健
康
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
坂
口

貞
雄
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
か

ら
は
、
町
と
連
携
し
て
町
の
補

填
機
関
と
し
て
機
能
し
て
い
き

た
い
こ
と
な
ど
。

そ
の
後
、
保
健
や
福
祉
の
各

分
野
に
貢
献
や
ご
尽
力
の
あ
っ

た
方
々
に
表
彰
状
並
び
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
岡
本
富
治

県
議
会
議
員
、
川
端
雅
夫
町
議

会
副
議
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
、
ま
た
受
賞
者
を
代
表
し
て

植
野
定
男
さ
ん
が
、「
今
後
も

こ
れ
を
励
み
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ

が
で
き
る
こ
と
を
継
続
し
て
い

き
た
い
」
と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ

式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
生
き
る
力
を
見

つ
け
る
た

め
に
」
を

テ
ー
マ
に

音
楽
療
法

士

高
本

恭
子
先
生

に
よ
る
特

別
講
演
が

行
わ
れ
ま

し
た
。
講
演
で

は
、
障
害

児
学
級
や

奈
良
県
飛

鳥
病
院
で

実
際
に
老

人
性
痴
呆
の
人
に
実
施
し
て
い

る
音
楽
療
法
の
事
例
の
紹
介
な

ど
を
交
え
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
話
さ

れ
、
参
加
者
は
、
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

一
事
例
と
し
て
痴
呆
の
人
の

治
療
に
そ
の
人
の
生
活
歴
が
関

係
す
る
こ
と
か
ら
、
戦
争
体
験

の
話
が
で
る
と
参
加
者
が
涙
ぐ

む
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
わ
か
り
や

す
く
、
い
い
講
演
で
元
気
が
で

ま
し
た
と
好
評
で
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
多
く
の
皆

さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
対
し
心
か
ら
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第13回

沼

江

愛
育
班
（
保
健
予
防
活
動
）

滝

花

恒

子
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

南

昌

子
（
社
協
役
員
）

前

田

好

次
（
障
害
者
福
祉
）

高

橋

ヤ
ス
エ
（
障
害
者
福
祉
）

畑

名

貞

枝
（
単
独
老
人
福
祉
）

石

倉

右

夫
（
遺
族
会
福
祉
）

澤

口

俊

夫
（
遺
族
会
福
祉
）

桑

村

日
出
美
（
母
子
福
祉
）

岩

城

房

子
（
更
生
保
護
女
性
会
）

廣

野

フ
ジ
エ
（
老
人
福
祉
）

鶴

本

ミ
ヤ
ノ
（
老
人
福
祉
）

太
良
尾

千
代
子
（
老
人
福
祉
）

植

野

定

男
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

野

上

紀

子
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

呑

口

順

治
（
歳
末
募
金
・
車
提
供
）

樫

原

重

雄
（
歳
末
募
金
・
車
提
供
）

花

房

恒

夫
（
歳
末
募
金
・
車
提
供
）

崎

山

彰

一
（
歳
末
募
金
）

山

田

宗

夫
（
歳
末
募
金
）

増

井

公

子
（
歳
末
募
金
）

武

田

京
（
歳
末
募
金
）

長

吉
（
歳
末
募
金
）

上

村

正

實
（
歳
末
募
金
）

山

田

敏

信
（
歳
末
募
金
）

梅

山

タ

ミ
（
歳
末
募
金
）

湯

浅

忠

男
（
歳
末
募
金
）

宮

本

春

見
（
歳
末
募
金
）

神

原

チ
ナ
ヘ
（
歳
末
募
金
）

中

川

シ
ゲ
子
（
歳
末
募
金
）

あ
お
き

（
歳
末
募
金
）

勝
浦
町
父
子
福
祉
会

（
歳
末
募
金
）

勝
浦
町
商
工
会

（
歳
末
募
金
）

勝
浦
町
商
工
会
女
性
部
（
歳
末
募
金
）

徳
島
銀
行
勝
浦
支
店

（
歳
末
募
金
）

社
会
福
祉
法
人
勝
寿
会
職
員
一
同

（
歳
末
募
金
）

肉
の
杉
屋
・
勝
浦
店

（
歳
末
募
金
）

中
田
商
会

（
歳
末
募
金
）

星
谷
観
光
み
か
ん
園

（
歳
末
募
金
）

定
作
酒
店

（
歳
末
募
金
）

有
藤
本
モ
ー
タ
ー
ス

（
歳
末
募
金
）

有
福
井
建
具
セ
ン
タ
ー
（
歳
末
募
金
）

有
毎
日
衛
生

（
歳
末
募
金
）

有
野
崎
電
機

（
歳
末
募
金
）

有
か
ね
き
ち
産
業

（
歳
末
募
金
）

表
彰
状
お
よ
び
感
謝
状
贈
呈
者
（
敬
称
略
）

勝
浦
町

２

社
会
福
祉
協
議
会
々
長
表
彰

１

勝
浦
町
長
表
彰

勝
浦
町

３

社
会
福
祉
協
議
会
々
長
感
謝
状

日頃のボランティア活動
の成果を紹介したり、模
擬店も大盛況

ユーモアたっぷりの講師
高本恭子先生

勝浦町

健康・福祉まつり盛大に開催



７

日

時

十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

午
前
八
時
三
十
分
集
合

午
前
九
時
開
会
式

（
雨
天
の
場
合
中
止
し
ま
す
。）

場

所

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

〇

敷
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〇

町
役
場
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〇

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
い
つ
も
物
心
両

面
に
お
世
話
に
な
り
、
心
か
ら
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
お
正
月
恒
例
の
徳
島
駅
伝
は
今

回
五
十
回
の
記
念
大
会
と
な
り
、
五
年
ぶ

り
に
勝
浦
コ
ー
ス
が
採
用
さ
れ
る
予
定
で

す
。

地
元
通
過
と
い
う
こ
と
で
、
選
手
は
例

年
に
も
増
し
て
一
生
懸
命
に
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
大
会
を
二
月
後
に
ひ
か

え
、
路
上
で
の
練
習
の
機
会
も
増
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
次
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇一
道
路
で
は
右
側
、
左
側
の
ど
ち
ら
も

走
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

を
お
願
い
し
ま
す
。
（
な
る
べ
く
交
差

点
や
道
路
を
横
断
し
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
で
す
。）

〇二
夜
間
、
選
手
が
見
え
れ
ば
、
ラ
イ
ト

を
下
向
き
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お

願
い
し
ま
す
。

〇三
犬
の
放
し
飼
い
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
勝
浦
郡
陸
上
競
技
協
会
で
は
、

大
会
参
加
に
際
し
て
、
選
手
お
よ
び
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ

は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
（

二
―
二
五

一
五
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

昨
年
十
二
月
、「
米
政
策
改
革
大
綱
」

が
決
定
さ
れ
、
平
成
二
十
二
年
度
の
あ
る

べ
き
米
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
関
係

者
が
創
意
工
夫
を
発
揮
し
つ
つ
、
積
極
的

な
取
組
み
を
行
う
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

勝
浦
町
で
は
、
役
場
、
農
協
、
普
及
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
、
地
域
の
水
田
農

業
の
あ
り
方
や
産
地
づ
く
り
に
つ
い
て
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

来
年
一
月
に
は
案
を
作
成
し
、
広
報
等

で
周
知
を
す
る
と
共
に
、
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。本

年
も
「
税
を
知
る
週
間
」
（
平
成
十

五
年
十
一
月
十
一
日
～
十
七
日
）
に
「
暮

ら
し
を
支
え
る
税
」
を
テ
ー
マ
に
日
ご
ろ

税
に
な
じ
み
の
薄
い
主
婦
の
皆
さ
ん
や
給

与
所
得
者
お
よ
び
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん

に
税
の
意
義
や
役
割
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、「
税
の
作
品
展
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

多
数
の
御
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開

催

日

平
成
十
五
年

十
一
月
十
三
日

～

十
七
日

ま
で

時

間

午
前
十
時
～
午
後
七
時

（
十
八
日
は

午
後
六
時
ま
で
）

場

所

「
そ
ご
う
徳
島
店
」
七
階
特
別
室

総 務 課 ２－２５１１
soumu@town.katsuura .tokushima .jp
議会事務局 ２－２５１３
gikai@town.katsuura .tokushima .j p
住 民 課 ２－１５０１
jyumin@town.katsuura .tokushima .j p
福 祉 課 ２－１５０２
fukusi@town.katsuura.tokushima .j p

税 務 課 ２－１５０３
zeimu@town.katsuura.tokushima .j p
産業振興課 ２－１５０５
sangyo@town.katsuura.tokushima.jp
建 設 課 ２－１５０６
kensetu@town.katsuura .tokushima .jp
教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）
kyouiku@town.katsuura.tokushima.jp

アア ララ カカ ルル トト報報情情

町
民
体
育
大
会

第42回

新
た
な
米
対
策
と
水
田
農
業
の

ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
に
つ
い
て

平
成
十
五
年
度

「
税
の
作
品
展
」

開
催
の
お
知
ら
せ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

勝
浦
郡
陸
上
競
技
協
会

か
ら
の
お
願
い

イ
ベ
ン
ト
・
催
し
物

お
知
ら
せ

（月）（木）



８

日

時

十
一
月
一
日

場

所

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

喜
楽
苑

時

間

午
前
十
時
～
午
後
三
時

内

容

午
後
〇
時
十
五
分
～

ス
ト
ロ
ベ
り
ん
ご
ラ
イ
ブ

午
後
二
時
～

勝
浦
座
に
よ
る
人
形
浄
瑠
璃

勝
浦
中
学
校
音
楽
部
合
唱

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
踊
り

模
擬
店

う
ど
ん
、
た
こ
焼
き
他

全
て
無
料

そ
の
他

福
引
き
、
バ
ザ
ー
、

子
ど
も
く
じ
引
き
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ
先

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
喜
楽
苑

二
―
三
七
〇
〇

夫
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
性
犯

罪
、
売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性
に

対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く

侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画

社
会
を
形
成
し
て
い
く
上
で
克
服
す
べ
き

重
要
な
課
題
で
す
。

十
一
月
十
二
日
か
ら
十
一
月
二
十
五
日

は

｢

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動｣

の
実
施
期
間
で
す
。
こ
の
運
動
は
内
閣
府

と
地
方
公
共
団
体
、
女
性
団
体
な
ど
が
連

携
の
下
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
問
題
に

関
す
る
取
組
み
を
一
層
強
化
す
る
と
と
も

に
、
女
性
の
人
権
の
尊
重
の
た
め
の
意
識

啓
発
や
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。
女
性
と
男
性
が
共
に

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

※
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
女
性
も
男

性
も
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ

責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ

り
な
く
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
社
会
で
す
。
（
勝
浦
町
住
民
課
）

こ
の
祭
典
は
、
町
内
の
児
童
や
生
徒
、

地
域
の
人
々
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通

じ
て
楽
し
く
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
し
ま
す
。
か
わ
い
い
小
学
生
の

チ
ビ
ッ
コ
プ
レ
ー
か
ら
一
般
の
国
体
出
場

選
手
等
の
ハ
ー
ド
な
プ
レ
ー
も
観
戦
で
き

る
、
楽
し
い
祭
典
と
な
る
よ
う
計
画
し
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
お
気
軽
に
お
越
し
頂
き
、
選
手

た
ち
を
応
援
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

大
会
期
日

十
一
月
三
十
日

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時

大
会
会
場

生
比
奈
小
学
校
体
育
館

主

催

勝
浦
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
フ

ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

二
―
一
五
〇
五

平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
、
勝
浦
町

の
保
育
所
に
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の
保

護
者
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
入
所
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

説
明
会
日
時

十
一
月
二
十
五
日

午
後
七
時
か
ら

説
明
会
場
所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階
和
室

入
所
要
件

家
庭
で
保
育
に
か
け
る
乳
幼
児

入
所
定
員

生
比
奈
保
育
所

九
十
人

横

瀬
保
育
所

九
十
人

《
入
所
の
申
込
手
続
き
》

申
込
用
紙
説
明
会
の
日
に
配
布
し
ま
す
が
、
当

日
出
席
で
き
な
い
方
は
、
各
保
育
所
で

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時

十
二
月
八
日

～
九
日

（
こ
の
二
日
間
以
外
は
、
原
則
的
に
受
付
を
し

な
い
の
で
都
合
の
悪
い
方
は
、
事
前
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。）

い
ず
れ
の
日
も
、
午
前
九
時
～
午
後
四

時
受
付
場
所

勝
浦
町
役
場
二
階

第
一
会
議
室

入
所
申
込
者
は
児
童
を
同
伴
し
て
ご

家
族
の
方
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

生
比
奈
保
育
所

二
―
三
〇
七
七

横

瀬
保
育
所

二
―
二
二
四
六

平
成
十
五
年
度
の
県
内
で
働
く
全
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
徳
島
県
最
低
賃

金
」
の
金
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

〇
八
八
―
六
五
二
―
九
一
六
五

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま

で

第
十
二
回

喜
楽
苑
・

オ
レ
ン
ジ
荘

文
化
祭

徳
島
県

最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」の
実
施
に
つ
い
て

保
育
所
入
所
説
明
会
お
よ
び

入
所
申
込
受
付
に
つ
い
て

徳
島
県
最
低
賃
金

平
成
十
四
年
十
月
一
日
実
施

時
間
額
六
百
十
一
円

平
成
十
五
年
は
改
正
が
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

バ
ス
ケ
ッ
トフ

ェ
ス
タ
の
開
催

（月）

（火）

（土）

（日）

（火）



９

日

時

毎
週
水
曜
日

午
前
十
時
～
午
前
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室
・
園
庭
）

二
―
三
〇
七
七

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
と
保
護
者

育
児
相
談
事
業

食
事
・
排
泄
・
言
葉
・
発
育
な
ど
、
子

ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
、
ど

ん
な
小
さ
い
疑
問
や
悩
み
で
も
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

時

間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所
相
談
・

電
話
相
談

二
十
歳
未
満
で
、
精
神
や
身
体
に
常
に

介
護
を
必
要
と
す
る
障
害
の
あ
る
お
子
さ

ん
を
ご
家
庭
で
保
護
、
監
督
し
て
い
る
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
ま
た
は
養
育
し
て

い
る
方
に
対
し
、
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

次
の
場
合
は
、
手
当
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

一

児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等
（
保
育
所
、

通
園
施
設
、
肢
体
不
自
由
児
施
設
へ

の
母
子
入
園
の
場
合
を
除
く
。）
に

入
所
し
て
い
る
と
き
。

二

児
童
が
、
障
害
を
原
因
と
す
る
公
的

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
。

三

児
童
や
、
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は

養
育
者
が
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
な

い
と
き
。

四

手
当
を
請
求
さ
れ
る
方
（
父
、
母
ま

た
は
養
育
者
な
ど
。）
の
前
年
の
所

得
が
一
定
の
額
以
上
あ
る
と
き
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
福
祉
課
（

二
―
一
五
〇
二
）

次
の
よ
う
な
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
原
因
不
明
で
だ
ん
だ
ん
歩
き
に
く
く
な
っ

て
い
る
。

・
筋
力
が
落
ち
、
力
が
入
り
に
く
く
な
っ

た
。

・
微
熱
、
発
熱
が
あ
り
、
か
ら
だ
が
だ
る

く
疲
れ
や
す
い
。

・
難
病
と
い
わ
れ
て
い
る
が
診
断
が
は
っ

き
り
し
な
い
。

・
か
か
り
つ
け
医
か
ら
紹
介
さ
れ
た
。

相
談
内
容

〇一
医
療
に
関
す
る
こ
と
。

（
神
経
系
・
膠
原
系
）

〇二
歯
科
ケ
ア
に
関
す
る
こ
と
。

〇三
栄
養
に
関
す
る
こ
と
。

〇四
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
。

〇五
看
護
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
。

日

時

十
一
月
二
十
日

受
付：

午
後
一
時
～
午
後
三
時

場

所

阿
南
保
健
所
小
松
島
支
所

小
松
島
市
堀
川
町
一
―
二
七

申
込
締
め
切
り
十
一
月
十
日

申
し
込
み
方
法

電
話
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
阿
南
保
健
所

疾
病
対
策
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(

予
約
制)

＊
申
し
込
み
後
、
保
健
所
保
健
師
が
事
前

に
訪
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
詳
し
く

相
談
内
容
を
お
伺
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
先

徳
島
県
阿
南
保
健
所

疾
病
対
策
係

電

話

(

〇
八
八
四)

二
二
―
〇
〇
七
二

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

(

〇
八
八
四)

二
二
―
六
四
〇
四

新
し
い
徳
島
県
版
電
話
帳
「
タ
ウ
ン
ペ
ー

ジ
・
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
」
が
十
一
月
十
三
日

か
ら
十
一
月
二
十
六
日

ま
で
順
次
配

達
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
電
話
帳
の
お
届
け

の
際
、
古
い
電
話
帳
は
回
収
し
て
い
ま
す
。

回
収
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇一
在
宅
で
あ
れ
ば
配
達
員
に
古
い
電
話
帳

を
手
渡
す
。

〇二
留
守
で
古
い
電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た

時
は
『
電
話
帳
回
収
セ
ン
タ
』
に
連
絡

す
る
。

電
話
帳
回
収
セ
ン
タ

〇
一
二
〇
―
三
〇
三
〇
七
七

受
付
期
間：

十
一
月
十
三
日
～

二
十
六
日

受
付
時
間：

午
前
九
時
～
午
後
五
時

（
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

の
お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

26日 19日 12日 ５日

○

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
（
軽
運
動
）
遊
び

を
し
よ
う

講
師

板
東
由
利
枝
先
生

○

十
一
月
生
の
お
誕
生
会

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○

身
近
な
素
材
で
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

の
飾
り
や
カ
ー
ド
を
作
ろ
う

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○

保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定
と
相
談

○

自
分
で
作
ろ
う
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル

○

厚
生
保
護
女
性
会
来
所

○

生
比
奈
保
育
所
児
童
と
焼
き
芋
を

す
る

等

○

わ
ん
ぱ
く
だ
よ
り
配
布

★
十
一
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

難
病
医
療
相
談
会

電
話
帳
の回
収
に
つ
い
て

（月）

（水）

（木）

（水）（水）（水）（水）

（木）
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国 民 年 金 だ よ り

日本国内に住んで
いる20歳以上60歳未
満の農業、自営業な
どの人や学生

第１号被保険者に
該当したときや該当
しなくなったときは
市区町村役場に届出
が必要です。

第
一
号
被
保
険
者

勤め先の厚生年金
保険や共済組合に加
入している人

会社などの法人に
勤めている人は厚生
年金保険や共済組合
に加入しますが、同
時に国民年金の第２
号被保険者となりま
す。届出は勤務先の
加入手続きで完了し
ます。

第２号被保険者に扶養さ
れている配偶者で20歳以上
60歳未満の人

扶養の基準は健康保険な
どで被扶養者と認定された
人が該当になりますが、本
人の年収が130万円以上あ
る人は該当しません。第３
号被保険者の届出は、第２
号被保険者の配遇者の勤務
先や共済組合を経由して社
会保険事務所に届出します。

第
二
号
被
保
険
者

第
三
号
被
保
険
者？

国
民
年
金
に
は
、
ど
ん
な
人
が
加
入

す
る
の
で
す
か
？

国民年金の被保険者は職業などによって、次の３種類に分けられます。

17．5㎝

68
㎝

主

旨

福
祉
の
国
づ
く
り
・
町
づ
く
り
は
国
民
住
民
の
願
い
で
あ
る
。
書
を
通

し
て
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
併
せ
て
文
字
文
化
の
振
興
と
福
祉
の
町
勝

浦
町
の
発
展
に
努
め
る
。

主

催

新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展
実
行
委
員
会
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
波
勝
浦
井
戸
端
塾

参
加
資
格

町
内
お
よ
び
町
に
関
係
す
る
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
・

大
学
一
般

作
品
形
式

毛
筆
の
た
て
書
き
、
条
幅
半
切
の

四
分
の
一
（
六
八
㎝
×
一
七･

五
㎝
）

作
品
の
左
に
、

学
生
は
校
名
・
学
年
・
氏
名

一
般
は
地
域
名
・
氏
名
を
書
く

課

題

福
祉
に
関
す
る
こ
と
ば

例

ふ
く
し
・
け
ん
こ
う
・
文
化
の
ふ
く
し
・
福
祉
の
町
・
福
祉
国
家
・
介
護

保
険
・
医
療
福
祉
・
健
康
と
福
祉
・
社
会
福
祉
学
・
福
祉
協
力
校
・
社
会
福
祉

協
議
会
・
日
本
福
祉
文
化
情
報

な
ど

出
品
数

一
人
一
枚

出
品
料

一
人
百
円

出
品
締
め
切
り

平
成
十
五
年
十
二
月
十
二
日

※
団
体
は
出
品
目
録
を
提
出
す
る
。

作
品
送
り
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展
事
務
局

〒
七
七
一
―
四
三
〇
六

勝
浦
町
棚
野

殿
川
武
男
宛

＆
FAX

二
―
二
三
六
一

表

彰

大
賞

特
別
賞

優
秀
賞

出
品
者
全
員
に
参
加
賞

会
期
・
展
示
場
平
成
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日

～
平
成
十
六
年
末

…
大
宮
八
幡
神
社

平
成
十
六
年
一
月
五
日

～
一
月
三
十
日

…
阿
波
銀
行
勝
浦
支
店
・
Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま
勝
浦
支
所
・

徳
島
銀
行
勝
浦
支
店
・
勝
浦
郵
便
局

平
成
十
五
年
四
月
か
ら
毎
月
一
回
（
第

二
木
曜
日
）
出
張
年
金
相
談
所
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

相
談
日
に
は
、
徳
島
南
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
係
官
が
二
人
来
町
し
、
年
金
全
般

に
わ
た
る
相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
制
度
、
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
の
受
給
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
相
談
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
日

時

平
成
十
五
年
十
一
月
十
三
日

午
前
十
時
～
午
後
三
時

★
場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
一
階
相
談
室
）

★
そ
の
他
年
金
を
受
給
さ
れ
る
前
の
方
は
年
金

手
帳
を
、
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
年
金
証
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

国民年金の被保険者

出
張
年
金
相
談
所

開
設
！

第
八
回

新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展
作
品
募
集
要
項

（木）

（月）

（水）

（金）

（金）

（１）（２）（３）（４）（５）（６）（７）（８）（９）
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「
お
兄
ち
ゃ
ん
は
、
ど
う
し
て
上
手

に
話
が
で
き
な
い
の
？
」

私
が
五
歳
の
頃
に
、
兄
の
事
に
つ
い

て
初
め
て
母
に
聞
い
た
言
葉
で
す
。
母

は
私
に
、

「
お
兄
ち
ゃ
ん
は
、
お
母
さ
ん
の
お
腹

に
い
る
時
に
病
気
に
な
っ
て
、
話
は
上

手
に
で
き
な
い
け
ど
、
み
ん
な
の
言
う

事
は
全
部
分
か
る
か
ら
、
普
通
に
話
し

て
ね
。」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

当
時
の
私
に
、
兄
の
病
名
を
言
っ
て

も
分
か
ら
な
い
の
で
、
兄
に
つ
い
て
母

か
ら
詳
し
く
聞
い
た
の
は
そ
れ
か
ら
四
、

五
年
経
っ
て
か
ら
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

兄
は
、
二
十
一
番
目
の
染
色
体
に
異
常

が
あ
り
ダ
ウ
ン
症
候
群
と
い
う
病
名
が

つ
い
て
い
る
こ
と
。
そ
の
た
め
兄
の
場

合
は
、
知
的
障
害
を
授
か
っ
て
生
ま
れ

て
き
た
の
だ
と
い
う
事
を
聞
き
ま
し
た
。

私
は
、
兄
の
お
か
げ
で
、
い
ろ
い
ろ

な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

家
族
旅
行
で
、
列
車
に
乗
っ
た
時
の

こ
と
で
す
。
列
車
は
満
員
で
、
兄
は
一

つ
だ
け
空
い
て
い
た
席
に
座
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は
兄
を
ジ

ロ
ジ
ロ
と
見
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
に
気

づ
き
ま
し
た
。
そ
の
人
は
、
兄
の
隣
に

座
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ま
る
で
、
兄

の
事
を
毛
ぎ
ら
い
し
て
い
る
か
の
よ
う

な
視
線
で
し
た
。
そ
う
し
て
い
る
内
に

自
分
の
体
を
兄
か
ら
遠
ざ
け
て
す
み
っ

こ
に
よ
せ
た
の
で
す
。
私
は
そ
の
お
ば

あ
さ
ん
の
行
動
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

そ
の
様
子
に
見
か
ね
て
母
は
、

「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
こ
っ
ち
に
お
い
で
。」

と
言
い
、
席
を
立
た
せ
ま
し
た
。
お
ば

あ
さ
ん
は
そ
の
後
、
う
れ
し
そ
う
に
自

分
の
席
に
座
り
直
し
て
、
隣
に
は
自
分

の
荷
物
を
置
き
ま
し
た
。
私
に
は
、
荷

物
を
置
い
た
と
い
う
よ
り
、
荷
物
を
座

ら
せ
た
よ
う
に
見
え
て
悲
し
い
思
い
が

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
う
で
な
い
人
も
い
ま
す
。

近
く
の
川
の
駅
に
行
っ
た
時
の
こ
と
で

す
。
「
お
兄
、
バ
ス
ケ
し
よ
う
。」

私
は
そ
う
言
っ
て
、
川
の
駅
に
あ
る
バ

ス
ケ
ッ
ト
リ
ン
グ
の
所
ま
で
行
き
ま
し

た
。
す
る
と
、
そ
こ
に
は
中
学
三
年
生

の
お
兄
さ
ん
達
が
六
人
い
ま
し
た
。
お

兄
さ
ん
達
は
茶
髪
や
金
髪
で
腰
パ
ン
と

い
う
姿
で
し
た
。
私
は
ど
う
し
よ
う
か

な
と
迷
い
ま
し
た
。
お
兄
さ
ん
達
は
そ

の
外
見
か
ら
不
良
み
た
い
な
感
じ
が
し

た
の
で
、
話
し
か
け
る
の
を
と
ま
ど
い

ま
し
た
。

で
も
兄
は
、
そ
ん
な
事
な
ど
気
に
し

て
い
な
い
様
子
で
、
ど
ん
ど
ん
お
兄
さ

ん
達
の
方
に
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。

私
も
、
勇
気
を
出
し
て
、

「
す
み
ま
せ
ん
。
リ
ン
グ
を
一
緒
に
使
っ

て
も
い
い
で
す
か
。」

と
聞
き
ま
し
た
。

「
う
ん
、
い
い
よ
。」

意
外
な
ほ
ど
、
と
て
も
優
し
い
返
事
が

返
っ
て
き
た
の
で
私
は
ホ
ッ
と
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
兄
と
私
が
何
回
も
ボ
ー

ル
を
転
が
し
て
お
兄
さ
ん
達
の
じ
ゃ
ま

を
し
た
の
に
、
お
兄
さ
ん
達
は
だ
れ
も

嫌
そ
う
な
顔
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
う
ち
、
私
が
他
の
遊
び
を
始
め
て
も

兄
は
お
兄
さ
ん
達
と
一
緒
に
本
当
に
楽

し
そ
う
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
続
け
て
い
ま

し
た
。
私
は
、
兄
の
幸
せ
そ
う
な
笑
顔

を
見
て
、
自
分
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し

た
。そ
れ
か
ら
一
時
間
ほ
ど
し
て
お
兄
さ

ん
達
は
お
腹
が
す
い
た
の
か
、
仲
間
の

一
人
の
お
母
さ
ん
に
パ
ン
を
買
っ
て
き

て
ほ
し
い
と
い
う
内
容
の
電
話
を
し
て

い
ま
し
た
。
す
る
と
あ
た
り
前
の
よ
う

に
兄
の
分
ま
で
人
数
に
入
れ
て
あ
っ
た

の
で
す
。

そ
れ
を
見
て
い
た
母
は
、

「
あ
の
子
ど
も
達
は
ね
、
見
か
け
は
あ

ん
な
感
じ
だ
け
ど
根
は
す
ご
く
優
し
い

子
ど
も
達
だ
よ
。」

と
感
動
し
た
よ
う
に
私
に
言
い
ま
し
た
。

私
も
母
と
同
じ
思
い
で
し
た
。
で
も
、

私
は
最
初
、
お
兄
さ
ん
達
を
見
か
け
だ

け
で
判
断
し
ま
し
た
。
髪
型
と
か
服
装

だ
け
で
不
良
と
決
め
つ
け
る
事
で
、
偏

見
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
は
あ
る
意
味
、
差
別
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
気
づ
き
ま
し
た
。
列
車
の
中

で
出
会
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
と
同
じ
意
識

を
私
自
身
も
持
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
に
比
べ
て
兄
は
す
ご
い
で
す
。

初
対
面
の
人
達
と
た
っ
た
二
、
三
時
間

で
前
か
ら
の
友
達
み
た
い
に
つ
き
合
え

た
し
、
見
か
け
だ
け
で
判
断
し
た
私
と

違
い
、
心
で
判
断
し
ま
し
た
。
こ
ん
な

こ
と
の
で
き
る
兄
が
と
っ
て
も
う
ら
や

ま
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
お
兄
さ
ん
達

の
方
も
、
兄
の
事
を
、
差
別
す
る
で
も

な
く
、
自
然
体
で
受
け
入
れ
て
く
れ
て

思
い
や
り
を
持
っ
て
い
る
人
達
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

私
は
、
人
の
心
を
な
ご
ま
せ
る
兄
の

笑
顔
が
大
好
き
で
す
。
楽
し
い
時
の
笑

顔
、
う
れ
し
い
時
の
笑
顔
な
ど
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
す
が
、
兄
が
笑
う
と
み
ん
な

も
良
い
笑
顔
に
な
り
ま
す
。
私
も
兄
の

よ
う
な
、
純
粋
な
笑
顔
に
な
り
た
い
で

す
。そ
し
て
、
差
別
や
偏
見
の
な
い
こ
の

笑
顔
が
、
社
会
全
体
に
広
が
り
、
障
害

者
と
呼
ば
れ
る
人
達
が
、
居
心
地
の
良

い
世
の
中
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
第
22
回
全
国
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

兄の笑顔は
オンリーワン

かたりあうページ



丹
精
の
手
入
終
り
し
松
の
景

秋
澄
み
て
僧
の
作
務
衣
の
藍
の
濃
き

坂
本

美
馬
直
枝

見
渡
せ
ば
山
は
湧
き
起
つ
雲
の
中

つ
つ
が
な
く
厄
日
過
ぎ
け
り
ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

坂
本

浦
山
登
代

手
習
い
の
墨
の
匂
い
て
秋
灯

父
母
の
亡
き
ふ
る
里
遠
し
秋
彼
岸

三
溪

中
林
祥
子

こ
の
花
が
見
過
ご
せ
し
こ
と
藤
袴

涼
風
や
き
ら
め
く
火
星
に
逢
ふ
夜
か
な

横
瀬

日
下
智
世
子

稲
刈
も
祭
り
も
過
ぎ
て
一
休
み

敬
老
の
日
孫
か
ら
く
れ
た
座
布
を

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

村
祭
火
星
も
見
て
る
花
火
か
な

き
い
し
き
い
し
と
目
覚
し
代
り
よ
百
舌
鳥
の
鳴
く

生
名

石
田
白
萩

幾
坂
の
苦
難
を
越
え
て
萩
の
花

愁
秋
や
老
い
行
く
日
々
に
鞭
打
っ
て

生
名

小
西
典
子

ゆ
く
秋
の
風
が
連
れ
く
る
水
の
音

み
ほ
と
り
の
筆
よ
り
秋
の
深
み
ゆ
く

生
名

丸
山
香
月

か
ね
こ
宿
尋
た
ず
ね

る
遍
路
の
影
長
き

時
雨
避
く
一
画
が
残
る
浜
の
家

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

選よ
っ
て
買
う
一
輪
の
花
美
し
い

秋
立
つ
や
流
る
る
雲
の
空
広
し

沼
江

駒
津
光
洋

焼
き
た
て
の
秋
刀
魚
香
り
の
実
を
搾
る

そ
の
底
に
雲
の
動
き
や
湧
く
清
水

沼
江

中
井
清
二
郎

鳥
渡
る
天
上
片
割
れ
昼
の
月

食
卓
に
野
菊
も
盛
り
て
誕
生
日

坂
本

新
居
雄
彦

過
疎
の
村
秋
の
気
配
ぞ
鵙
来
た
る

渡
り
鳥
夕
焼
空
に
吸
い
込
ま
れ

坂
本

中
山

治

初
紅
葉
槍
戸
の
水
に
影
落
す

帰
郷
す
る
息
子
は
何
時
か
鳥
渡
る

坂
本

山
口
昭
市

松
茸
を
焼
き
一
献
に
陶
酔
す

六
地
蔵
子
等
の
野
菊
を
持
て
余
し

坂
本

仙
才
ヨ
シ
子

松
茸
の
フ
ル
コ
ー
ス
あ
る
湯
宿
か
な

登
校
児
野
菊
の
径
を
急
ぎ
け
り

坂
本

新
居

晋

松
茸
に
ス
ダ
チ
添
え
た
る
八
百
屋
か
な

鵙
高
音
老
農
ひ
と
り
鍬
を
振
る

坂
本

池
谷
武
久

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制

で
は
な
く
、
町
民
誰
で
も
随
意
に

投
句
で
き
ま
す
。
ま
た
作
品
に
優

劣
や
順
位
を
つ
け
た
り
、
添
削
等

も
一
切
し
ま
せ
ん
。
多
数
投
句
し

て
く
だ
さ
い
。

次
回
作
品
募
集

十
一
月
一
日
締
切
り

短
歌
一
人
一
首

十
二
月
一
日
締
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

わたしの
作 品
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第43回衆議院議員総選挙および最高裁判所裁判官国民審査が11月９日 に執行されます。
みなさんの一票は、今後の国政を担う代表者を決定するという大切な一票です。投票日
には必ず投票しましょう。

【投 票 時 間】

平成15年11月９日 午前７時から午後８時まで
【不在者投票】

仕事や旅行などのために、投票日に投票所に行け

ない見込みの方で、法律に定められた事由に該当す

る方は、告示日から投票日の前日まで不在者投票が

できます。

★日 時 10月28日から11月８日まで

午前８時30分から午後８時まで

＊土・日・祝日も投票できます。

★場 所 勝浦町住民課

また、県選挙管理委員会の指定した病院や老人ホー

ム等に入院や入所している方は、その施設でも不在

者投票ができる場合があります。事前に施設等にお

申し出ください。

【郵便による不在者投票】

＊身体に重度の障害がある方で、法律に定められた

障害の程度に該当する人は、あらかじめ「郵便投

票証明書」の交付を受けて、郵便により不在者投

票をすることができます。

詳しくは、町選挙管理委員会

（勝浦町住民課）２－１５０１

までお問い合わせください。

の投票日です

11
月
９
日
は

衆議院小選挙区選出議員選挙

衆議院比例代表選出議員選挙

最高裁判所裁判官国民審査

（日）

（日）
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11月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

11
月
８
日
（土）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
２
火
曜
日
（11日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
３
火
曜
日
（18日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東林庵前（いちょうの木付近）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

11

月

22

日

（土）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ゴミフェンス横

長福寺前ゴミフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

11月
収集日 地 区 設 置 場 所

11
月
４
日
（火）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
２
月
曜
日
（10日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
３
月
曜
日
（17日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

11

月

25

日

（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

指
定
場
所

勝
浦
町
大
字
中
角
・
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家

敷
地
内
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

段
ボ
ー
ル

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

古

本

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で
縛
っ
て
く

だ
さ
い
。

今月の回収日 11月１日
午前９時まで

古紙の回収にご協力を ボランティアグループ「勝浦を考える会」

※登録している犬の場合は印鑑と鑑札が必要です。

不用犬の引き取り日

● 11月５日
● 11月19日

ククリリーーンン情情報報

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表

（水）

（土）

（水）

（１）（２）（３）
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国保と医療費

70歳以上になると、お医者さんにかかったときの自

己負担割合や、自己負担が高額になったときの限度額

が変わります。また、75歳（一定の障害のある人は65

歳）以上になると老人保健で医療を受けます。誕生日

を迎えたら必ずご確認ください。

自己負担割合などが変わります

70歳からの医療の受け方は？

老人保健でお医者さんにかかることになります。

75歳になるまでは引き続き現在加入している医療

保険でお医者さんにかかります。75歳になった翌

月（１日が誕生日の場合はその月）から老人保健

でお医者さんにかかります。

※75歳になるまでの間、「退職者医療制度」の対

象になる場合もあります。

70歳
（一定の障害の
ある人は65歳）

になった。

70歳以上の人の医療制度

昭和７年

10月１日以降

に生まれた人

昭和７年

９月30日以前

に生まれた人

老人保健で医療を受ける人

75歳（一定の障害のある人は65歳）以上の人と、昭

和７年９月30日以前に生まれた人は老人保健でお医者

さんにかかります。

お医者さんにかかるときは、保険証といっしょに必

ず「医療受給者証」と「健康手帳」を窓口に提出して

ください。窓口での自己負担はかかった費用の１割、

一定以上所得者※は２割となります。

※「一定以上所得者」とは、同一世帯に一定の所得（課税所得が124
万円）以上の70歳以上の人または老人保健で医療を受ける人、がい
る人。ただし、70歳以上の人および老人保健で医療を受ける人の収
入の合計が、２人以上の場合は637万円未満、１人の場合は450万円
未満であると申請した場合は、「一般」の区分と同様になります。

お医者さんにかかるときは、医療保険の「保険証

（被保険者証）」と勝浦町役場から交付された「高齢受

給者証」の２つを忘れずに提出してくだ

さい。病院などの窓口で保険証と高齢受

給者証を提出すれば、かかった費用の１

割、一定以上所得者※は２割を支払うだ

けで医療を受けることができます。

70歳になると、お医者さんにかかるときの
自己負担割合などが変わります。また所得な
どに応じて自己負担割合（１割または２割）
が記載された高齢受給者証が交付されます。
高齢受給者証は自己負担割合を証明するも
のです。病院などの窓口で保険証とともに忘
れずに提示してください。

高高齢齢受受給給者者証証をを忘忘れれずずにに

お医者さんにかかるとき
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みんなの健康
の保健行事 〈問い合わせ先 勝浦町福祉課保健師 2-1502〉

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

４ 火
健康相談・骨粗鬆症予防教室 ９:30～14:00

横瀬 集 会所 住 民 健 康 手 帳
介 護 教 室 14:00～15:00

６ 木
健康相談・骨粗鬆症予防教室 ９:30～13:30

星谷 集 会所 住 民 健 康 手 帳
筋 力 ア ッ プ 教 室 13:30～14:30

11 火

健 康 相 談 ９:30～10:40
生名 集 会所 住 民 健 康 手 帳

講話「腰痛・肩こり予防について」
勝浦病院 小西 康備先生 10:40～11:30

ディ・ケア たんぽぽの会 13:30～15:30 住 民 福 祉セ ン タ ー 会 員

13 木
健 康 相 談 13:30～14:30

掛谷 集 会所 住 民 健 康 手 帳講話「糖尿病について」
勝浦病院 平賀 隆先生 14:30～15:30

14 金
健康相談・生活習慣病予防教室 ９:30～14:00

中山 集 会所 住 民 健 康 手 帳
介 護 教 室 14:00～15:00

18 火 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 住 民 健 康 手 帳

20 木 妊 婦 教 室 10:00～14:00 農村環境改善セ ン タ ー 妊 婦 エ プ ロ ン

28 金
離 乳 食 講 習 会 13:00～13:40 農村環境改善

セ ン タ ー
平成15年４月１日～９月
30日までに生まれた子 母子健康手帳

乳 児 健 康 診 査 13:40～14:30

総
合
健
診
結
果
に
つ
い
て

六
月
か
ら
七
月
の
間
に
愛
育

班
の
協
力
の
も
と
、
町
内
を
巡

回
し
て
総
合
健
診
を
実
施
し
、

基
本
健
診
は
男
性
二
八
一
人
、

女
性
六
一
〇
人
（
合
計
八
九
一

人
）
の
人
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
図
１
）

基
本
健
診
は
、
病
気
の
早
期
発
見
だ
け
で
な
く
、
健
康
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
健

康
を
さ
ら
に
維
持
す
る
た
め
に
、
日
常
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

健
診
結
果
は
、
受
診
し
た
年
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、
毎
年
保
存
し
て
、
過
去
か

ら
の
「
経
年
変
化
」
を
見
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
検
診
結
果
が
「
要
精
密
」

と
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
む
や
み
に
不
安
が
る
こ
と
な
く
、
速
や
か
に
医
療
機
関
で

精
密
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
Ｂ
Ｍ
Ｉ
と
は
、
肥
満
度
の
判
定
に
使
わ
れ
て
い
る
指
数
で
す
。
体
重(

㎏)

÷
（
身
長(

ｍ)

×
身
長(

ｍ)

）

で
算
出
し
た
値
で
、
疾
病
が
少
な
い
の
は
、
二
二
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

異
常
の
あ
っ
た
人
の
内
訳
は

高
脂
血
症
三
六
七
人
（
四
一･

二
％
）
、
高
血
圧
二
九
〇
人

（
三
二･

五
％
）、
糖
尿
病
（
疑

い
を
含
む
）
一
一
〇
人
（
十
二･

三
％
）
等
で
し
た
。
ま
た
、

「
万
病
の
も
と
」
と
も
い
わ
れ

る
太
り
す
ぎ
の
人
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
値

が
二
五
以
上
の
人
）
が
、
二
四

四
人
（
二
七･

三
％
）
約
三
人

に
一
人
の
割
合
で
み
ら
れ
ま
し

た

(

図
２)

。

異常なし 62人（７.0％）
要指導 344人（38.6％）

要医療 485人（54.4％）

要医療
54％

図１:総合判定結果図２:健診結果内訳
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異常所見

人
数

要指導
39％

異常なし ７％
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保 健 だ よ り

高齢者を対象にインフルエンザの予防接種
を実施します。

① 接種対象者 ③ 接種 機 関

インフルエンザ予防接種の対象者は

65歳以上の方

60歳以上65歳未満の方で心臓や腎臓、呼吸器に

重い病気のある方などです。（主治医にご相談く

ださい。）

個人通知はしませんので、接種を希望される場

合は、あらかじめ実施医療機関に問い合わせ、予

約してください。

※接種対象者以外の方については料金が異なるため、直
接、医療機関にお問い合わせください。

医療機関 曜 日 受付時間

勝浦病院

（ 2－2555）
月曜日～金曜日 13:30～16:30

山西医院
（ 2－3027）

月曜日～土曜日
（金･土曜日は午後休診）

９:00～11:30

15:00～17:00
（金・土曜日は午前のみ）

④ 料 金

1,000円（自己負担金）

注）勝浦町に住民票があり、現在居住している方が期間

内に町内の実施機関で接種した場合の料金です。勝

浦町に住民票をおき、他の市町村に居住されている
方は、その居住している市町村へ直接お問い合わせ

ください。（料金は、全額自己負担となります。）

② 接 種期 間

平成15年11月１日～12月末日
※勝浦病院は11月４日 からです。

※年末については、各医療機関にお問い合わせく

ださい。

※持参するもの 老人健康手帳・保険証

問い合わせ先:
勝浦町福祉課保健師（ ２－１５０２）

こ
の
健
診
は
、
振
動
工
具
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

起
こ
る
病
気
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
を
目
的
に
行
う
も

の
で
す
。

県
（
健
康
増
進
課
）
で
は
、
次
の
と
お
り
健
診
の
予
定

を
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
十
一
月
十
四
日
ま

で
に
勝
浦
町
福
祉
課
（

二
―
一
五
〇
二
）
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

健
康
診
断
実
施
予
定
時
期
…
平
成
十
六
年
一
月
か
ら
二
月
の
間

健
康
診
断
実
施
機
関
…
阿
南
保
健
所

対

象

者
…
左
記
に
掲
げ
た
振
動
工
具
を
使
用
す
る
人

手

数

料
…
二
、七
五
〇
円

そ

の

他
…
林
業
労
働
者
（
林
業
の
み
に
従
事
し
て
い

る
者
）
に
つ
い
て
は
、
林
業
木
材
製
造
業

労
働
災
害
防
止
協
会
徳
島
県
支
部
か
ら
案

内
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
の
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

※
な
お
、
詳
し
く
日
程
等
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
受
診
申
し
込
み

を
さ
れ
た
方
へ
通
知
し
ま
す
。

①
さ
く
岩
機

③
鋲
打
機

⑤
ハ
ン
ド
ハ
ン
マ
ー

⑦
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
レ
ー
カ
ー

⑨
サ
ン
ド
ラ
ン
マ
ー

⑪
ブ
ッ
シ
ュ
ク
リ
ー
ナ
ー

⑬
携
帯
用
木
材
皮
は
ぎ
機

⑮
携
帯
用
研
削
盤

⑰
卓
上
用
研
削
盤

②
チ
ッ
ピ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー

④
コ
ー
キ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー

⑥
ベ
ビ
ー
ハ
ン
マ
ー

⑧
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー

⑩
チ
ェ
ン
ソ
ー

⑫
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー

⑭
携
帯
用
タ
イ
タ
ン
パ
ー

⑯
ス
イ
ン
グ
研
削
盤

⑱
床
上
用
研
削
盤

⑲
①
か
ら
⑱
ま
で
に
掲
げ
る
振
動
工
具
と
類
似
の
振
動
を

身
体
局
所
に
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る
工
具

厚
生
労
働
省
で
は
、
振
動
業
務
の
範
囲
と
し
て
、
次
に

掲
げ
る
振
動
工
具
を
取
り
扱
う
業
務
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

振
動
障
害
健
康
診
断

平
成
十
五
年
度

（１）（２）（３）（４）（５）

（１）

（２）

（火）
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十
一
月
の
行
事

子
ど
も
映
画
会

八
日

午
後
二
時
～

二
階
視
聴
覚
室

民
話
を
語
り
継
ぐ
会

十
五
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
三
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

五
日
・
十
二
日
・
十
九
日

二
十
六
日

休

館

日

三
日
・
十
日
・
十
七
日

二
十
四
日
・
三
十
日

※
図
書
館
が
閉
ま
っ
て
い
る
時
の
返

却
本
は
玄
関
横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

消
え
た
美
食
家

Ｅ
ｓ
ｃ
ａ
ｐ
ｅ

内
田
康
夫

皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン

上
・
下
藤
本
ひ
と
み

浅

間

立
松
和
平

静
か
な
大
地

池
澤
夏
樹

く
ろ
ふ
ね

佐
々
木

譲

月
夜
に
逢
い
た
い

森

詠

小
説

ザ
・
ゼ
ネ
コ
ン

高
杉

良

あ
な
た
が
怖
い

す
っ
ぴ
ん
魂
５

室
井

滋

ト
カ
ジ
ャ
ク
ソ
ン

戸
梶
圭
太

つ
ま
ら
な
い
男
に
恋
を
し
て
藤
堂
志
津
子

秀
吉
の
知
恵
袋

曾
呂
利
新
左
衛
門

童
門
冬
二

一
〇
〇
万
回
の
言
い
訳

唯
川

恵

紫
苑
の
絆

上
・
下

谷

甲
州

嵐
山
殺
景
～
足
引
き
寺
閻
魔
帳
～

澤
田
ふ
じ
子

駐
在
巡
査

佐
竹
一
彦

若
君
御
謀
反

中
村
彰
彦

三
都
物
語

船
戸
与
一

極
秘
指
令

金
賢
姫
拘
束
の
真
相

砂
川
昌
順

夜
の
ミ
ッ
キ
ー
・
マ
ウ
ス谷
川
俊
太
郎

天
然
モ
ノ
は
安
全
な
の
か
？

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
Ｐ
・
コ
ー
ル
マ
ン

入
門

裏
千
家
の
お
茶
に
親
し
む

伊
住
宗
晃

使
え
る
骨
董
の
ス
ス
メ

骨
董
市
へ
行
こ
う
！

骨
董
市
の
プ
ロ
が
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
】

淡
交
社
編

日

時

十
一
月
十
一
日

～
十
六
日

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
五
時

場

所

図
書
館
二
階

視
聴
覚
室
・
郷
土
資
料
室

掛

軸

展

示

会

新 一 部 紹 介着 図 書

日時 11月20日 ～29日

時間 午前９時30分～午後５時

場所 勝浦町図書館２階 視聴覚室

読書にスポーツに最も快適なシー

ズンを迎え、各方面でさまざまな催

しが趣向を凝らして行われています。

勝浦町図書館では町内美術家と和歌

山県那智勝浦町絵画グループによる

絵画を展示します。

町内外より多数の古美術愛好家によって好評を博して
いる掛軸展示会を今年も開催することになりました。
是非この機会にご鑑賞ください。

歴
史
絵

作
者：

木
村
松
亭

人
物
画

作
者：

木
村
松
亭

【

図書館だより

勝 美 展
のお知らせ

（土）

（日）

（火）

（木） （土）

（日）

（土）
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９
月
16
日
～
10
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
生
名
字
山
ノ
神

戸
川
貴
博

（
大
字
三
溪
字
栗
城

長
通
明
子

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

尾
田

嘉

長
女

大
字
沼
江

）

字
兀
山

京
子

紗さ
矢や
嘉か

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
三
溪
字
押
栗

押
栗
覺
美（
87
歳
）

大
字
生
名
字
中
道

平
賀
芳
一（
75
歳
）

大
字
生
名
字
北

古
田
正
昭（
69
歳
）

大
字
三
溪
字
豊
毛
本

四
宮
ト
ヨ
コ（
91
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

９
月
16
日
～
10
月
15
日

松
村

茂
さ
ん
（
久
国
）

横
尾
兼
夫
さ
ん
（
沼
江
）

押
栗
義
雄
さ
ん
（
与
川
内
）

平
賀
道
子
さ
ん
（
生
名
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

夜間救急当番表
11月２日 山 西 医 院 ２－３０２７

11月４日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月６日 湯 浅 医 院 ２－２００３

11月８日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月10日 上勝町診療所 ４－５０１０

11月12日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月14日 山 西 医 院 ２－３０２７

11月16日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月18日 湯 浅 医 院 ２－２００３

11月20日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月22日 上勝町診療所 ４－５０１０

11月24日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月26日 山 西 医 院 ２－３０２７

11月28日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月30日 湯 浅 医 院 ２－２００３

平日 午後６時～翌朝午前９時
休日 午後７時～翌朝午前９時

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
６ 13 20 27

19:30～21:30
木 木 木 木

踊 り
６ 13 27 ６日は午前

13・27日は午後木 木 木

歌 謡
４ 11 25

19:30～21:30
火 火 火

生け花
５ 20

19:30～21:30
水 木

大正琴
６ 14 20 木曜日は13:00～15:00

金曜日は19:30～21:30木 金 木

習 字
７ 14 21 28

19:30～21:30
金 金 金 金

◎大正琴は初心者コースもあります。

近隣地域との交流事業として、今月も
各種講座を次のとおり開講いたします。

11月交流講座ご案内

日 時 11月25日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853- 2-2030

相談員 小 倉 歓 一
問い合わせ先 交通事故相談所 徳島県庁１階

088 -621 -3200

※お気軽にご相談ください。

心配ごと相談
● 日時 11月７日

11月14日

11月21日

11月28日

● 時間
午後１時～午後４時30分

● 内容

人権・行政・厚生・福祉

● 場所

勝浦町住民福祉センター１階

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお

問い合わせください。

（ ２－4652）

11 月
戸籍の

窓

交通事故相談日

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（金）

（金）

（金）

（金）

（火）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（日）




